
２０２１年度事業報告
（１）遊びをはじめとした子どもの最善の利益を保障する事業　
〈日常開園〉
（２）子育ち・子育ての環境づくり事業　
〈森のひろば〉
　
（３）子どもの社会参画事業　

〈地域の子ども応援事業〉
（４）子どもを中心としたまちづくり事業　

〈共同事業〉〈晴れた日には学校を休んで〉　
（５）人材育成事業　

〈森のランチ会〉〈みちくさクラブ〉
（６）広報啓発事業　

〈てんカツ〉〈プレーパークがやってくる〉〈広報〉
　(７）会議の開催　
(１)遊びをはじめとした子どもの最善の利益を保障する事業〈日常開園〉　　　　　　　　　
【開園日数・来園者数】
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てんぱくプレーパークの会　令和3年度　年間活動実績
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４月（19） ５月（16） ６月（20） ７月（17） ８月（11） ９月（19）

日常開園 784 319 352 405 216 797

森のひろば 26 8 38 26 0 0

地域の子ども応援事業 6 12 13 0 72 0

晴れた日は学校を休んで 2 10 8 5 0 13

森のランチ会・みちくさクラブ 22 12 9 9 0 0

てんカツ 10 4 10 12 10 25

合計 850 365 430 457 298 835

１０月（19） １１月（17） １２月（17） １月（16） ２月（16） ３月（21） 合　計
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森のひろば 37 46 32 16 0 0 229

地域の子ども応援事業 38 27 7 59 8 28 270
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てんカツ 45 58 41 38 31 85 369

合計　 1,050 1,070 867 607 790 1,301 8,920

合計　8,920人

1日平均　42.8人
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【プレーワーカー感想①】
前職の経験から「自由」については熟知していると自負していますが、「プレーパークでの自由とは何か」を理解することから活動に入ったかなと、振り返ってみて思います。遊びについてや言動など、子どもたちが主体になり責任を持つ、これらは前職と変わらず個人的にとても好きな活動です。
また、その場にかかわる大人や子どもたちが対等であること、決定権は子どもたちにあること、これも素敵で居心地のいい空間だと思います。
まだ活動に参加して１年未満ではありますが、プレーパークの役割や意義について個人的に考えてみました。
まずは居場所であること。
毎日来なくてもいいし行きたい時に行けて、無料で遊べ、話ができるところはとても貴重な居場所性だと思います。そんな空間だからこそ、常連になってくれる子どもたちや保護者さんができてくるのだなと思います。常連さんの中には、気軽に(これがとても重要！)子育て相談をしてくれる方も増えてきて、プレーワーカーや世話人さん・理事さんが現場にいつもいる意義があるのかなと感じています。
そして、課題を抱える子どもたちにとっての相談できる場所であること。
これは前職の経験が生かされているのですが、子どもたちと信頼関係を築いていく中で見えてくることがあります。プレーパークでできることはかなり限られていますが、子どもたちの声を聴いて適切な場所につなぐことはできるかなと思います。
１番の役割は子どもたちが思いっきり遊べること。
プレーパークは大人目線で禁止することはほぼありません(命にかかわることや大きな事故(山火事とか)になりそうなことは口出しします)。暑い日は水鉄砲やホースを使って豪快に水遊び、大人に水をかけようが子どもたちがずぶ濡れになろうが(濡れるのが嫌なときは拒否権もある）、敷地内に大きな穴を掘ってダムを作ろうが、山遊びをして秘密基地を作ろうが滑落しようが、何をやっても思いっきりやりたいことがやれるところ。これはありそうでなかなかないなと思います。どうしても大人が思う自由を子どもたちに押し付けてしまう場所になりがちなのですが、プレーパークにそれはないと思います。
そんな重大な役割や意義のあるプレーパークだからこそ、その場所を担うプレーワーカーの専門性や責任は大きいなと思っています。プレーパークにかかわり始めたときは3人体制でしたが、2人体制になりました。彼とは旧知の仲ですし、住んでいるところが近いことから、通勤時間に日々のプレーパークの様子や子どもたちとのかかわり方の相談など、密に話し合うことができていると思います。次年度も相談や指摘し合い、プレーパークの屋台骨として貢献できればと思います。

信頼できる仲間として理事さんや世話人さん、常連になってくれている子どもたち・青年や大人も含めて、プレーパークがよりよくなっていけるように力を合わせられるといいなと思っています。
【プレーワーカー感想②】
約１年と長くはない従事期間でしたが、てんぱくプレーパークでさまざまな経験をさせていただきました。

地域の方々とのゆるやかな交流、遊びに来てくれる子どもたちとの心のつながり、そしてそんな子どもたちに対するおおらかな態度が地域を豊かにしているのだな、とプレーパークを見ていて思います。

25年近くに及ぶプレーパークの存在は、懐かしくもあり、これからの地域の目指す未来の理想の形にも見えます。

ワーカーの経験を糧に、今後もさまざまな活動に携わっていきたいと思います。
【プレーワーカー感想③】

今年度も月2回の土日開園日にワーカーとして入っています。相変わらず日常のことは月に2回入るだけではあまり見えないので、今年度後半に始まって、主に日曜に動いている子ども会議と実行委員について書きたいと思います。
11月にあるひとりの子どもから、何年か前のプレーパークに比べ、今のプレーパークに盛り上がりがないこと、それが悔しいこと、盛り上げる動きをしていきたいという思いを聞きました。一緒にその話を聞いていた数名の子どもたちとともに実行委員を立ち上げ、話し合いをしながらイベントづくりをしていこうとなりました(この動きを団体としては「子どもの社会参画事業」に結びつけさせてもらっています)。
そこから、「子ども会議」で内容を詰め、イベントを開催していくという流れができています。1月に「紅白スポーツ合戦」、3月には「卒業式」が生まれています。
会議やイベントは、今のところ中高生を中心に表方にも裏方にもなって引っ張っていってくれています。小学生の人たちも、会議を楽しみにしている人、遠巻きに気にしている人、絶対に入りたくない人、いろいろいます。
プレーパークでこれまでやってきたことについては子どもたちの方が僕よりよく知っているので、いろいろと教えてもらいながら、ワーカーとしてはしっかりみんなの意見を聞くのを第一にして、ちょっと背中を押したり肩を揉んだり、一緒に意見を出したり悩んだり遊んだりしています。個人的には話し合いやイベントがうまくいってもうまくいかなくてもどちらも素晴らしいと思っているので、存在感はなんとか出さないようにしているのですが(でも出ちゃう）、今後の動きの中で必要であれば、どういうふうにワーカーには動いて欲しいかも子どもたちに聞きながらやっていきたいなと思います。
【ケ　ガ】

　11/11(木)　プレーワーカー　右手中指 刺創　
【取　材】
10/7(木)　名古屋大学　学生ヒアリング
10/8(金)　映画「あそびのレンズ」　プロデューサー　植田
　　　　　　　　　　　　　　　　　広報　相原　　　
映画宣伝会社　(有)シー・ワークス　
11/21(日)　椙山女学園大学　学生ヒアリング
【見　学】
8/1(日)　　ときのわプレーパーク　
8/26(木)　トヨタ自動車デザイン部
12/17(金)　日本福祉大学　橋本ゼミ
3/10(木)　愛・地球博記念公園　管理事務所長、森の学舎自然学校　代表理事

【訪　問】
　特記なし
（２）子育ち・子育ての環境づくり事業報告〈森のひろば〉
【森のひろば】
新規スタッフ4名が参加。
スタッフも不安がある中、何度か話し合いをし、開催するのか？開催するにはどうしたら良いか？と試行錯誤し理事会でも検討・話し合いを重ねた。
2021年春・森のひろば
4/21(水)お試し会　13組参加　不安の中、申し込み日を設定
4/23(金)2組の申し込み(5/12〜7/14・10回分）
4/28(水)4組の申し込み(5/14〜7/16・10回分）

金曜日の申し込みの方は、1組が辞退され残りの1組の方に水曜日への参加を打診したが、検討したのち辞退。
水曜日のみ開催する方向で開催。10回/5,000円の開催は不安があり、単発方式の1回/500円での開催とした。
初回5/12(水) 4組　鍋を囲んでのゆったりとした森のひろばを開催。緊急事態宣言が発令されるのでは？との不安の声も聞かれた。「次回の5/19にまた会いましょう！」と話をしていたが、5/21緊急事態宣言が発令。直前の5/19は開催し、3回目の5/26以降は中止とする。
2021年夏・今後森のひろばをどうするのか？5/26(水)にスタッフ話し合い(緊急事態宣言からまん延防止等重点措置に切り替わる)。
鍋を作り飲食をすることはできないが、何かできることはないだろうか？と考えを出し合う。「何もしない○○のひろば(略して、まるひろ)をやってみよう！」と話し合い、飲食なし・申し込み不要・単発200円で開催してみることにする。
6/23(水)どろ、水あそびのひろば・8組
6/30(水)シャボン玉のひろば・10組
7/7(水)竹あそび・七夕かざりのひろば・雨天中止
7/14(水)流し○○あそび・12組
外に出て遊ばせたい気持ちがあるが、外出自粛を聞くと出づらいと言う話を聞く。外遊びのきっかけになれたのかな？と思う声をたくさん聞くことができて、開催して良かったと思う。しかし、4回共に準備が大変でスタッフやボランティアの方にたくさん動いてもらった。
2021年秋・森のひろばをどうするのか？
10/8(金)スタッフ話し合い。様子を見ながらの開催に向けて意見交換。
スタッフの間でも、いろいろな意見が出る。「飲食をすることに対してはまだ不安があるが、食事も一緒にしたいね！という気持ちもある。」　「鍋は作らないが、火を起こすことはできるので参加者さんが自由に焼きたいものを持参したり、湯を沸かしたりすることはできるようにし、場の提供をすることで開催する意味があるのでは？」と話がまとまる。10回の申し込みでは、途中で何が起こるかわからないので3回/2,000円で開催することとした。
10/20(水)お試し会
10/27(水)、11/10(水)、11/17(水)の3回/2,000円　10組の申し込み
11/24(水)お試し会
12/1(水)、12/8(水)、12/15(水)の3回/2,000円　6組の申し込み
火を起こすことで、火の周りに親子さんが集まって来て「自粛中にどう過ごしてましたか？」や、困っていたこと・こんな過ごし方をしていたなどの話がたくさん飛び交っていた。初回はおにぎりを焼きおにぎりにしたり、焼き芋をしていたが、11/10の回からは「お味噌汁」を作るようになった。牛乳パックで作る「カートンドック」にも参加者さんが挑戦し、回を重ねるごとにいろいろなカートンドックが増え楽んだ。後半に入ると、参加者さん同士でのコミュニケーションが取れ、森のひろばの日以外でも会うようになっている様子だった。
2022年冬・森のひろば。例年通り、申し込み不要の単発・１回700円での開催で日程を決める。
　　1/12(水) 初回・参加者さん0組　朝から雪が降る冷え込み、天気も曇りで参加者さんの来園はなかった。
1/18(火) まん延防止等重点措置が発令されることにより、森のひろばの中止を決定。
1/19(水) 2回目・8組参加　前日の中止決定だったために、2回目は開催し3回目以降の中止を告知。1/26, 2/2、2/9，2/16，3/2，3/9，3/16を中止するポスターを貼り出す。
森のひろばは開催していなくても、参加者さん同士で水曜日にプレーパークで会い、ワーカーと一緒に火を起こしお昼ごはんを各自で温めたり焼いたりして作る、といったことをやっていた。ボランティアスタッフが入って輪を広げたりすることもできた。
〈 所　感 〉
スタッフ同士や理事との話し合いを重ねて試行錯誤しながらやってみるが、緊急事態宣言・まん延防止等重点措置の発令により中止、開催するにはどのようにするのか？を、年間を通して何度も話し合う場を設けた年だった。「森のひろば」をどのようにしていきたいか、スタッフ同士意見交換ができ、認識し合えることができたのは良かった。
〈 収　支 〉
・収入　69,394円(寄付金含む)
・支出　29,907円
支出内訳
・材料費　1,157円
・スタッフ謝金　28,500円
・駐車場料金　200円
・コピー代　50円
（３）子どもの社会参画事業〈地域の子ども応援事業〉

【名古屋市社会福祉協議会　地域の子ども応援事業】
	日時
	参加人数
	 概要

	4/18　話し合い会議
	4人（2）
	遊ぶデザイン、遊具づくりについて話し合う。
→既存の遊具が古いので、新しく作り直すことになった。

5月はあいにくの雨で、次回に向けて木材の長さを測り、切り揃える。6月、柱を4か所立てるのに試行錯誤したが、テーブル型の遊具を作る。

	5/16　遊ぶデザイン
	子ども　6人
大人　3人（3）
	

	6/20　遊ぶデザイン
	子ども　約10人（3）
	

	8/24,27　子ども会議
	子ども　6人（2）
子ども　3人（2）
	コロナウイルス感染が拡大し、子どもたちの声を聴く機会をなかなか作れず、夏休みの開園中、やりたいことを紙に書き出せるようにする。夏休み最後、何かやろうと2日間にわたり子ども会議を開く。メンバーが各日違ったが、食事をしたり密になったりするのは避けたいと、一緒に何かをすることは辞め、水をテーマに遊ぶことにした。当日、水の遊びは時間帯によりさまざまに変化し、最後はスイカ割に展開した。久しぶりに子どもたちの心からの楽しい叫び声を聞いた。

	8/29　水であそぼう
	子ども　約35人
大人　約20人（4）
	

	10/14　子ども会議
	子ども　3人（2）

	秋は運動会だね！という声から、プレーパークで運動会をすることにした。借り物競争、パン食い競争、リレーなどルールを決めず、その場にいる参加者の子どもたちで展開していく形で行った。

	10/17　プレパ運動会
	子ども　約15人
大人　約15人（3）
	

	11/20　子ども会議
	子ども　7人（2）
	子どもたち中心でお昼ご飯を作ろうと、子ども会議で何を作るか話し合った。作りたいものが分かれ、最終的に焼きそば・うどんの２種類を作ることになった。プレーパークで集合して、当日、買い物から子どもたちが中心になって進められるよう心がけた。一緒に食事を作り食べることで、得意部分をお互い発見し、意外な部分を見ることができる。その中で食を通して、生活環境が現れることもある。

	11/21　遊ぶデザイン
	子ども　約15人（3）
	

	12/18　子ども会議
	子ども　5人（2）
	昨年度の中心になっていた子どもたち中心に、実行委員という形ができた。スポーツ合戦は年齢関係なく大人も混じり、文句なく楽しい1日だった。プレーパークのさんま「空間・仲間・時間」が形になって保障された。それ以上に子どもたちと競技を話し合い、リレーのコースを確認し、準備にかけた時間の積み重ねが、実行委員会の子どもたちの自信につながったことが何よりだった。

	1/16　スポーツ合戦
	子ども　約40人
大人　約15人（4）
	

	2/20　子ども会議
	子ども　6人（2）
	会議では詳細を決めるのではなく、大まかな流れを決めて、そのときの雰囲気に合わせて行っていこうと、撒いて焼いて走って！が合言葉になった。その言葉の通り、自分の名前を書いた卒業証書が撒かれ、リレーをし、焼いた。

	3/13　プレパ卒業式
	子ども　約15人
大人　約5人（3）
	

	3/29　振り返り会
	子ども　3人（2）
	実行委員の高校生が作ってくれたスライドショーを見て、来年度についても話す。


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※（　）は事業のスタッフの数
〈 所　感 〉

コロナウイルス感染拡大の時期もあり、試行錯誤した時期もあるが、大人たちの見守る姿勢があれば子どもたちは自分たち自身で遊ぶ力を持っている。遊びを通してリセットし、成長していく。実行委員の子どもたちが、企画や運営を通して、まさに体感して成長していく姿を見せてくれた。
（４）子どもを中心としたまちづくり事業〈共同事業、晴れた日には学校を休んで〉　
【区役所・地域力推進室(天白もりフォーラム)】
7/20(火)　竹でつくろう・竹であそぼう　
5組　16名参加　例年通り天白区役所地域力推進室、天白公園整備クラブとの共催

【天白子ネット】

6/15(火)　瞳きらきら　天白生涯学習センター主催講座の交流会の講師
【天白区男女平等参画推進事業】
　1/22(土)　西川正氏講演会
　コロナウイルス感染拡大のまん延防止等重点措置により、対面での講演会をオンラインシステムZOOMにより実施
【守山ロータリークラブ】
3/13(日)　わやくちゃサミット
子育てに係わる団体がつながりコミュニティを作ることを目的として企画

実施団体の一つとしてブースを担当。こま・木工など
【晴れた日には学校を休んで】
毎週火曜日　10～13時(雨天は休み)　開催
参加費　一組200円+カンパ
実施回数　31回　　　参加人数　延べ143名
3/15(火)　「北欧の学校＜フォルケホイスコーレ＞って？」　参加数　20名　　
〈 所　感 〉
学校について考えるという事業のためか、新年度に入ると参加者が減り1学期は人数が少なかった。しかし10月から徐々に人が増え始め、後半はにぎやかな日もあった。

緊急事態宣言が5/12～6/20と8/27～9/30に出され、まん延防止等重点措置の期間も長かった影響もあり、汁物をみんなで作って食べるということもできない中、参加者さんたちはサツマイモやお餅を家から持ってきて焼いたり、ピザトーストをどうやったら焼いて食べられるか子どもと考え合ってきたりなど、火曜日を楽しみにして来ている方も出てきている。

　　そういった毎週来る参加者さん数組を中心に、書籍を紹介したり不登校に関する情報をお伝えしたりしながら、たまに遊びに来られる方や新しい方が入れ替わっていくような形だった。
　　このように参加者さんがこの事業に参加し、混乱した気持ちを吐き出し受け止め合うことで、親と子の気持ちが落ち着き、お子さんがもといた小学校に再度通うようになり、新しいスクールなどを見つけて旅立っていかれることが多かった。それはそれで良いことかと思われるが、もう少し地域の中の学校という視点を意識できるといいのかもしれない。
　　とはいえそういった新しい視点を考えるきっかけともなる学習会などが、コロナ禍の影響で企画できなかったのは残念だった。3月に「北欧の学校＜フォルケホイスコーレ＞って？」学習会を行い、日本との教育の違いや、社会のあり方そのものについて考えられたのは、次年度につながるよい企画となったように思う。

　　昨年度はじまった自主グループは、メンバーの引っ越しなどが相次ぎ、少しつながりが薄れてしまったため連携を図り合いたい。
（５）人材育成事業〈みちくさクラブ、森のランチ会〉

【 みちくさクラブ 】
第一土曜日不定期開催　　世話人の研修を目的とする会員限定の企画

ご飯を作るときは　参加費一組700円徴収

	実施日
	活動内容
	参加者
	食事メニュー

	4/3
	ミニ食ing、森の整備
	8組
	天ぷら

	5/1
	小屋の整理
相談役からの提供品整理
	6組
	無し

	6/5
	小屋の整理
	5組
	無し

	7/3
	水回り土留め
	5組
	無し

	11/6
	小屋の整理
	3組
	プレパカレー

	12/4
	スチール小屋裏の片づけ
	9組
	トマト鍋


〈 所　感 〉

4月には、相談役も来てくださり食ingを行った。てんカツでは裏方に回るため体験できなかった野草摘みができて参加者一同楽しめた。森の整備の仕方も少し教えてもらい間伐も体験した。5月からの3ケ月は食べ物はなしにして小屋の整理片づけを行った。以前のような遊びや食べ物を楽しむ会ではなく、参加者の中には不満に感じる人もいたかもしれない。11月,12月は感染も落ち着いていたので、食事も楽しみながら整理や片づけを行った。
日常開園時にはできない整理や片づけを主にやってきた一年だった。定期的な大規模整理は必要なので、より多くの会員の参加を期待したい。また、森の整備も早急に取り組みたい課題。　
【 森のランチ会 】

毎月原則1回　開催
参加費　一組500円(12月のみ600円)・予約不要
	実施日
	参加者
	参加人数(組)

	4/14
	たけのこ料理
	8組

	10/28
	お魚を焼こう
	4組

	11/11
	芋煮会
	14組

	12/16
	あったかシチュー＆チキン
	11組

	1/20
	お雑煮食べ比べ
	8組

	3/10
	味噌煮込みうどん
	8組


〈 所　感 〉

　　コロナ禍に入り、緊急事態宣言やまん延防止等重点措置が出ると特に、人が集まってご飯を食べるということが難しくなった。そのため、夏の間は開催を中止した。森のランチ会は、子育て世代の母親の交流の場であり、てんぱくプレーパークにおいて担い手の育成の場でもある。中止することは簡単であるが、人間関係が疎遠になる弊害も考えられ、工夫しながら実施する方向へ進めていく。人気メニューの回は参加人数も増え、参加者のおしゃべりから森のランチ会が一息つける場となっていることを感じる。そこに、ご飯を食べながら思い思いに過ごすことの意義がある。
（６）広報啓発事業〈てんカツ、プレーパークがやってくる、広報 他〉

【てんカツ(てんぱくプレーパーク活動応援日)】　　
毎月原則第三土曜日　開催　
運営協力金　大人500円　子ども無料(会員割引なし)　　予約不要
てんぱくプレーパークの活動を応援してもらうための事業
	開催日
	活動名
	参加
	収支
	まん防・
緊急事態
	備考

	
	
	大人
	子ども
	
	
	

	4/17
	散策＆竹笛つくり
	4
	6
	0
	
	4/20～5/11
まん延防止等重点措置発令

	5/15
	開園のみ
	4
	0
	0
	緊急事態宣言
発令中
	5/12～6/20
緊急事態宣言発令

	6/19
	開園のみ
	4
	6
	0
	緊急事態宣言
発令中
	

	7/17
	竹であそぼう
	7
	5
	2,000
	
	6/21～7/11
まん延防止等重点措置発令

	8/28
	水であそぼう
	4
	6
	0
	緊急事態宣言
発令中
	8.8～8.26
まん延防止等重点措置発令

	9/18
	開園のみ
	10
	15
	0
	緊急事態宣言
発令中
	8/27～9/30
緊急事態宣言発令

	10/16
	ダンボールであそぼう
	27
	18
	7,620
	
	

	11/20
	カレー
	24
	34
	9,919
	
	

	12/18
	うどん
	17
	24
	8,552
	
	

	1/15
	どんど焼き＆雑煮
	16
	22
	7,355
	
	1/21～3/21
まん延防止等重点措置発令

	2/19
	記録にちょうせん
	12
	19
	6,000
	まん延防止等
重点措置発令中
	

	3/12
	らくがきしよう
	37
	48
	18,500
	まん延防止等
重点措置発令中
	

	合計
	
	166
	203
	59,946
	
	


〈 所　感 〉

今年度から参加費ではなく運営協力金と呼び方を変えた。大人500円子ども無料。昨年度に引き続き食事を作らないイベント活動として何ができるのかを模索した一年だった。

4月、食事なしのイベントは集客が乏しく日常開園との差が見いだせない、遊びの提案が単一的であったなどの反省点が見えた。11月からは再度食事を作るイベントを再開しやや集客を取り戻した。2月以降再び食事なしの遊び中心のイベント企画になったが、3月に企画した「らくがきしよう」では飛び入り参加の来園者も多く、食を伴わないてんカツの突破口が見えたように思う。
【 公益財団法人公益推進協会浅井スクスク基金・子ども緊急助成プログラム （プレーパークがやってくる！）】

出張プレーパークを開催
	月 日
	場　所
	参加人数・活動内容

	10/23(土)
	張谷公園
	約50名　スタッフ3名
鋸・釘や金槌を使った木工作遊び、けん玉・コマ・ディアボロなどの伝承遊び、ダンボール遊び、ハンモック、水遊び

	11/27(土)
	井口公園
	約60名　スタッフ3名　ヘルプ2名
鋸・釘や金槌を使った木工作遊び、けん玉・コマ・ディアボロなどの伝承遊び、ダンボール遊び、お絵描き、落ち葉遊び

	12/11(土)
	大坪公園
	約45名　スタッフ3名　ヘルプ2名
鋸・釘や金槌を使った木工作遊び、けん玉・コマ・ディアボロなどの伝承遊び、砂堀り、ハンモック、木の実遊び


　〈 所　感 〉

コロナ禍に入って特に、「くう・ねる・あそぶ」の子どもたちの遊びが危惧され、地域の子どもたちにてんぱくプレーパークの広報として、そしててんぱくプレーパークも元気を取り戻したいという会の発信として、近隣の公園で出張プレーパークを行った。プレーパークが大切にする遊びの三間（サンマ）・(時間・空間・仲間）が保障された場所で、異年齢の子どもたちが混ざりあって遊んでいた。各公園、それぞれの特徴を活かした遊びも展開された。公園がある学区に住むママたちが、自ら中心となってビラ撒きや声掛けをしてくれた成果もあり、近所の子どもたちが自分たちの足で遊びに来てくれた。お手伝いをしてくれた世話人たちの関係性が深まったことも、会として大きな成果だったといえる。　

【　広報部　】　　　　
広報費用9,937円、郵送代24,548円
〈 通　信 〉
・編集部員9人
・年4回発行、年4回通信会議
　てんぱくプレーパークの日常、運営活動報告、事業のお知らせや報告など会員向けに発行した。
〈 掲示板 〉
　　てんぱくプレーパーク内の掲示板は3つある。中にある掲示板は、遊びに来ている子どもや大人へのお知らせ、下の2つは天白公園を散歩している人たちにも見てもらえるよう外部向けのお知らせもしている。プレーワーカーの紹介についても、ここに掲示してある。
〈 H　P 〉

・見学・視察の項目を入れる
・表紙にカレンダーをアップしていく
・プレーワーカー紹介を掲載
・報告書を公開
・団体概要の会員のページを変更
・バージョンアップ(例年通り）
・契約更新（例年通り）
〈 SNS 〉
・facebook、Instagram、Twitterにて事業のお知らせをする
・世話人・理事やワーカーの情報共有は、LINEにて行う
・晴れた日の事業は、LINE公式を作って参加者にお知らせする
・事業内はLINEグループでやりとりをする
〈その他の広報活動〉
　・11/6(土）、11/15(月)　映画「あそびのレンズ」トークショー登壇
（７）会議の開催

（１)　総会

ア　通常総会

　　(ア)開催日及び場所

令和3年5月9日午後1:30～4:00　天白生涯学習センター第2集会室
(イ）議題

　　　　　①2020年度事業報告

　　　　　②2020年度決算及び監査　　　

　　　　　③2021年度事業計画

　　　　　④2021年度予算

　　　　　⑤2021年度役員選出

　　　　　⑥議事録署名人選出
(２)　理事会

　ア　2021年4月理事会

　　（ア）開催日時及び場所

　　　　　令和3年4月8日10:00～13:00　プレーパーク

（イ）議題

　　　　　①報告と予定　②プレーワーカーから報告　③当面の開催と年間計画　④総会　⑤出張プレーパーク　⑥子どもの主体的な活動応援　⑦日本財団の申請　⑧東京プレーパーク視察　⑨仕事の見える化　⑩エデュコレ

イ　2021年5月理事会

（ア）開催日時及び場所

令和3年5月6日10:00～13:00　プレーパーク

（イ）議題

　　　　　①報告と予定　②プレーワーカーから報告　③総会と決算　④森のひろば　⑤てんカツと日曜開園　⑥天白区安心・安全・快適まちづくり活動補助金　⑦守山ロータリークラブからの提案

ウ　2021年6月理事会

（ア）開催日時及び場所

令和3年6月13日10:00～13:00　プレーパーク
（イ）議題

　　　　　①報告と予定　②プレーワーカーから報告　③プレーワーカーの募集　④土曜開園と日曜開園　⑤子ども会議　⑥土木と資材の提供　⑦天白区安心・安全・快適まちづくり活動補助金　⑧東京プレーパーク視察　⑨仕事の見える化　

エ　2021年7月理事会

（ア）開催日時及び場所

令和3年7月1日10:00～13:00　プレーパーク

（イ）議題

　　　　　①報告と予定　②プレーワーカーから報告　③土曜開園と日曜開園　④男女共同参画事業　

オ　2021年8月理事会

（ア）開催日時及び場所

令和3年8月1日10:00～13:00　天白生涯学習センター

（イ）議題

　　　　　①報告と予定　②プレーワーカーから報告　③プレーワーカー勤務体制　④各事業の開催　⑤市の事業化を目指して
カ　2021年9月理事会

（ア）開催日時及び場所

令和3年9月2日10:00～13:00　プレーパーク

（イ）議題

　　　　　①報告と予定　②プレーワーカーから報告　③開園とプレーワーカー勤務体制　④各事業の開催　⑤市の事業化を目指して　⑥ミニ学習会
キ　2021年10月理事会

（ア）開催日時及び場所

令和3年10月7日10:00～13:00　プレーパーク

（イ）議題

　　　　　①報告と予定　②プレーワーカーから報告　③開園とプレーワーカー勤務体制　④各事業の開催　⑤運営・市の事業化について　⑥ミニ学習会
ク　2021年11月理事会

（ア）開催日時及び場所

令和3年11月4日10:00～13:00　プレーパーク

（イ）議題

　　　　　①報告と予定　②プレーワーカーから報告　③開園とプレーワーカー勤務体制　④各事業の開催　⑤運営・市の事業化について　⑥ミニ学習会
ケ　2021年12月理事会

（ア）開催日時及び場所

令和3年12月2日10:00～13:00　プレーパーク

（イ）議題

　　　　　①報告と予定　②プレーワーカーから報告　③開園とプレーワーカー勤務体制　④各事業の開催　⑤運営・市の事業化について　⑥ミニ学習会
コ　2022年1月理事会

（ア）開催日時及び場所

令和4年1月13日10:00～13:00　プレーパーク

（イ）議題

　　　　　①報告と予定　②プレーワーカーから報告　③開園とプレーワーカー勤務体制　④各事業の開催　⑤運営・市の事業化について　
サ　2022年2月理事会

（ア）開催日時及び場所

令和4年2月3日10:00～13:00　プレーパーク

（イ）議題

　　　　　①報告と予定　②プレーワーカーから報告　③開園とプレーワーカー勤務体制　④各事業の開催　⑤運営・市の事業化について

シ　2022年3月理事会

（ア）開催日時及び場所

令和4年3月5日10:00～13:00　プレーパーク

（イ）議題

　　　　　①報告と予定　②プレーワーカーから報告　③開園とプレーワーカー勤務体制　④各事業の開催　⑤運営・市の事業化について　


